





















表 1 第 8回，第14回世界選手権大会の得点
国名 ブルガリア ソ 連 日 本
大会 回 構成 実施 合計 得点 構或 実施 合計 得点 構成実施 合計 得点
1 9.65 9.55 19.20 9.60 9.45 19.05 9.45 8.95 18.40 
1977年
2 9. 60 9. 50 19.10 38.300 9.85 9.65 19.05 38.375 9.60 9.25 18.85 37.475 
最終試技実施のみ (2位） (1位） (4位）
3 9.65 9.40 9.45 9.30 9.20 9.45 
1989年
1 9.90 9.60 19.50 39.100 9.85 9.20 19,05 38.650 9. 70 9.20 18.90 37.050 




第 1試技 第 2試技 第1試技第2試技 最終試技
（構成・実施）＋ （構成。実施）＋ （構成）＋（構成） ＋ （実施A)＋（実施 B)
＝最終得点
2 2 2 
1989年




項 目 旧ルール (1973年版） 新ルール (1989年版）
演 技 時 間 2分30秒から 3分 2分から 2分30秒
フォーメーション 6 回 以上
手具 交換数 4 回以上 4回以上そのうち 2回は高級難度
難 度 数 中級難度 6回，高級難度 2回 中級難度 4回，高級難度 4回
左手での演技 左右均等 輪・ボール・リボンは高級難度 1回
伴 奏 音 楽 単一の楽器，一人の演奏者 数個の楽器，オーケストラ可
m．結果と考察
表 3 各国の演技内容
:＼ご ブルガリア ソ 連 日 本旧 新 旧 新 旧 新
演 技 時 間 2分53秒 2分19秒 2分46秒 2分27秒 2分56秒 2分21秒
フォーメーション 23 18 19 20 14 17 
手 六目 交 換 数 12 6 4 4 5 6 
ジ ヤ ン/ プ 6 5 10 2 6 7 
徒 ピ ボ ツ 卜 1 2 4 1 
゜ ゜手 ノ~ヽ`  ラ ン‘ ス ゜





2 1 1 2 
要
ス テ プ 2 6 ， 
゜
3 2 ツ




゜ ゜ ゜ ゜
3 
゜小 円 14 8 14 8 7 7 
手 風 車 8 6 7 4 4 4 
六目
小さな放し 5 6 ， 3 2 1 
投 げ 2 3 2 4 2 3 
要
打 ち 1 5 2 2 4 5 































































2, 5, 12,高級難度 (SuperiorDifficulties,以下DSとする）は図 8, 10, 11である。交
換の方法は，投げとスライド，投げと手渡し，大小の投げ， 2本投げなど多種多様であり，組
合せは 2名で行うものばかりではなく， 3名または 6名で行っている。図10は一方がジャンプ
と共に 1本を投げ前転して相手が投げた 1本を受ける交換で，これはリスクに属するものであ























































































































































































































IV. ま と め
ブルガリアは旧においてこん棒の操作上における冬頃多様な使い方，および数多い交換を特
徴とし，新では，交換数は旧より減少して演技はリズミカルなステップを強調し緩急の変化が
見られた。ソ連は，旧においてバレエ的な優雅な動きの中に体操の徒手要素を多く含んでいた
が，交換の難易度としてはレベルが低かった。新では，交換のレベルは高くなったが，一人一
人の技が多く，脚の動きのみの局部的な運動が目立っていた。日本は，旧において徒手要素の
蛇動や振動運動などを多く取り入れ団体の特徴である団体同時性を強調した浪技であった。新
においては，現代的なリズムの中にオリジナルとしての複雑交換や多種多様な交換を取り入れ，
またこん棒に特有な振りの運動を含んでおり，技と動きの調和を見せていた。
このように今回の研究で同年代における他の国との比較及び各国における12年の変遷を見る
ことが出来た。ルールにおいて演技構成の評価は，徒手と手具との関連，演技内容（手具交換，
技術要素，フォーメーションなど）の多様性，緩急の変化及び独創性が重要であるとされ，各
国共に十分な研究がなされていたが，今後の課題として，演技の独創性が強調されている中で，
新体操の領域からはずれることなく演技構成することが重要であり，日本としては徒手要素の
ピボットをより深く研究して選手の能力を高めると共に演技の特徴をより強く打ち出すことが
必要である。
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